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名称 長崎伝習所基金

設置
根拠

長崎市基金の設置、管理及び処分に関する条例(昭和39年条例第10号)
第1条 本市は、別に定めるものを除くほか、次のとおり基金を設置する。

1 長崎伝習所基金の活用について

（1） 概要

名称 目的

長崎伝習所基金 長崎伝習所その他の人材育成のための活動に要する経費の財源に充当する。

H2.4
「長崎伝習所基金」設置（ふるさと創生資金を活用）
※当初の設置目的：長崎伝習所の活動に要する経費の財源に充当する。

H16.4
長崎伝習所基金の活用対象を広げ、本市のまちづくりを担う人材育成事業、市民団
体等への活動費補助としても活用できるように条例改正（H15.12月議会）

R7.9 R7.9月議会の一般質問において基金の活用が十分にされていないとの指摘

R8.4
令和8年度当初予算から、基金の目的の範囲内で、基金の充当事業について要件を
整理し、充当事業について拡大。

経緯
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長崎伝習所基金残高推移

（2） 基金残高推移

令和7年度末残高
1,038,764千円

【条例改正時】
平成15年度末残高

956,516千円

【基金設立時】
平成2年度末残高

220,000千円

（単位：千円）
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（3） 充当事業の拡大について

基金充当事業の基準

（1） 事業の成果として人材の活躍の場の拡大が期待できるもの

（2） 人材と様々な主体との連携が見込めるもの

（3） 自助、共助の考え方を身に着けるもの

（4） シビックプライドの醸成にかかるもの、まちづくりに係るもの

（5） 育成した人材が市民活動団体として活躍が見込めるもの

基金の目的である「その他の人材育成のための活動」の部分を明確に
するために、目的の範囲内で基金の充当事業について要件を整理

【令和8年度当初予算における長崎伝習所基金充当事業】

全18事業 28,063千円
（令和7年度当初予算比 +12,703千円）

その他の人材育成のための活動
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予算額
（単位：千円）

充当基準

所属 № 事業名 R7 R8 （1）（2）（3）（4）（5）

市民協働推進室

1 長崎伝習所費 8,072 6,778 ○ ○ ○ ○
2 市民活動支援補助金 2,000 1,000 ○ ○ ○
3 行政提案型協働事業実施費 938 858 ○ ○

スポーツ振興課 市民提案型協働事業実施費 416 
水産振興課 魚食普及事業費 807 

防災危機管理室 4 自主防災組織活動費(市民防災リーダー、市民防災サポーター) 1,008 487 ○ ○
都市経営室 5 「長崎×若者」推進費補助金 260 260 ○ ○ ○ ○

地域コミュニティ
推進室

6 地域コミュニティ推進事業費(わがまちみらい勉強会,わがまちみらい情報交換会) 558 356 ○ ○ ○ ○ ○

自治振興課 7 まちづくり活動推進費
(いきいき地域サポーター) 48 34 ○ ○
(地域づくり担い手育成研修) 314 ○ ○

文化振興課
8 文化振興推進活動費(長崎ブリックホールサポーター) 260 281 ○ ○ ○
9 音楽の魅力発信事業費 3,660 ○ ○

文化財課
10 文化財普及啓発費(文化財サポーター） 378 331 ○ ○ ○
11 ながさき歴史の学校費 382 455 ○ ○ ○

学校教育課 12 キャリア教育推進事業費
(まちづくりアイデアコンテスト) 233 230 ○
(中学生議会・長崎商業高等学校人材育成事業) 503 ○

新産業推進課 13 新産業・起業チャレンジ促進費 5,000 ○ ○ ○ ○

障害福祉課
14 手話通訳者養成費 1,586 ○ ○ ○
15 要約筆記者養成費 991 ○ ○ ○
16 盲ろう者向け通訳・介助員養成費 312 ○ ○ ○

資源循環課 17 市民協働環境美化推進事業費 210 ○
DX推進課 18 デジタル化推進費(スマホサロンの推進) 4,417 ○ ○ ○ ○ ○

合 計 15,360 28,063 
総事業数 13事業 18事業

うちR8において基金充当した事業数 9事業

基金充当事業の基準 （1） 事業の成果として人材の活躍の場の拡大が期待できるもの

（2） 人材と様々な主体との連携が見込めるもの

（3） 自助、共助の考え方を身に着けるもの

（4） シビックプライドの醸成にかかるもの、まちづくりに係るもの

（5） 育成した人材が市民活動団体として活躍が見込めるもの

長崎伝習所基金充当事業一覧（R7、R８）※R8に新たに充当した事業は黄色網掛け
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【参考】 令和8年度当初予算における充当事業について

№
事業名
（所属）

予算額
（千円）

事業概要

1
長崎伝習所費

（市民協働推進室）
6,778 

テーマごとに、市民と行政が協働する「塾」事業、先進的な取組を行っ
ている方々を講師に講座を開催する「つながり」事業を展開。

2
市民活動支援補助金
（市民協働推進室）

1,000 
市内の市民活動団体の公益的な活動に対して、補助の申請を受け付けた
ものについて審査を行い、補助金を支給する。

3
行政提案型協働事業実施費

（市民協働推進室）
858 

市民活動団体が地域や社会の課題解決に取り組む姿勢等を伝える動画を
制作・発信し、様々な主体からの共感等新たな連携につなげるもの。

4
自主防災組織活動費
（防災危機管理室）

487 
地域で住民が行う防災活動の力を向上させるため、地域防災活動の推進
役となる防災リーダーを養成する。

5
「長崎×若者」推進費補助金

（都市経営室）
260 

幅広い年代の若者が交流し、学ぶことができる場を確保するため、若者
の学び・交流に資する事業に対し、補助を行うもの。

6
地域コミュニティ推進事業費
（地域コミュニティ推進室）

356

【わがまちみらい勉強会】
協議会設立を検討している地区の勉強会等へ、設立済の協議会を派遣等
し、気運を高める。
【わがまちみらい情報交換会】
地域コミュニティ連絡協議会の代表者等を対象として、協議会の活動の
事例発表や意見交換を行う場を設ける。

7
まちづくり活動推進費

（自治振興課）

34 
【いきいき地域サポーター】
様々な分野で豊かな知識や技術を有している方を自治会などに派遣する
ことで自治会活動を支援する。

314
【地域づくり担い手育成研修】
地域で活動する人材を育成するため、自治会役員を対象とした研修会を
開催する。

8
文化振興推進活動費
（文化振興課）

281 
【長崎ブリックホールサポーター】
自主文化事業等の本市が行う文化振興事業の運営を支える市民ボラン
ティアを育成する。

9
音楽の魅力発信事業費

（文化振興課）
3,660

市民生活に音楽芸術を広く浸透させるとともに、次代の文化活動を担う
人材の育成を図るため、アウトリーチコンサートを開催する。

【令和8年度長崎伝習所基金充当事業】
※令和8年度に新たに充当した事業については黄色網掛け
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№
事業名
（所属）

予算額
（千円）

事業概要

10
文化財普及啓発費
（文化財課）

331
文化財の保存、周知を図るため、市民ボランティアとともに指定文化財
等の調査、市民への周知及び文化財の清掃や維持活動等を行う。

11
ながさき歴史の学校費

（文化財課）
455

長崎の歴史について、だれもが気軽に学べ、お互いに教え合える学びの
場として「ながさき歴史の学校」の運営を行う。

12
キャリア教育推進事業費

（学校教育課）

230
【まちづくりアイデアコンテスト】
長崎市内の小学生が、未来のまちづくりについて考えたアイデアを市長
に提案し、優秀な作品については表彰を行う。

503

【中学生議会】
中学校の生徒会長等のリーダーを集め、市議会を疑似体験させ、議決事
項を実践し、各学校での「いじめ防止」につなげたり、長崎のまちづく
りの当事者としての意識を高めたりする。
【長崎商業高等学校人材育成事業】
産業協会や企業と連携し、企業見学や企業からの講師派遣を通して、産
業人としての人材育成を推進する。

13
新産業・起業チャレンジ

促進費
（新産業推進課）

5,000
起業や新規事業にチャレンジすることの必要性や関心を持たせる起業家
教育に取り組み、新たに挑戦するプレイヤーが連鎖的に生まれる土壌づ
くりを行う。

14
手話通訳者養成費
（障害福祉課）

1,586
聴覚障害者の自立と社会参加を図るため、コミュニケーションを支援す
る手話通訳者を養成する。

15
要約筆記者養成費
（障害福祉課）

991
聴覚障害者の自立と社会参加を図るため、コミュニケーションを支援す
る要約筆記者を養成する。

16
盲ろう者向け通訳・介助員養成費

（障害福祉課）
312

盲ろう者の自立と社会参加を図るため、コミュニケーションの支援や外
出時の移動等を介助する通訳・介助員を養成する。

17
市民協働環境美化推進事業費

（資源循環課）
210

長崎市内の道路・公園・河川・文化財等の公共の空間において、清掃や
除草等の環境美化活動を行う個人や団体に対する支援を行う。

18

デジタル化推進費
（スマホサロンの推進）

（DX推進課）
4,417

養成したサポーターが高齢者の身近な集まりの場でスマートフォンの操
作等を教え、情報格差が生じないようにするとともに、高年齢者の活躍
の場の創出や市民が相互に学びあう共助の仕組みづくりとコミュニティ
の活性化を図るもの。

合計 28,063 18事業

うちR8に新たに充当した事業 16,993 9事業

※令和8年度に新たに充当した事業については黄色網掛け
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